
本
稿
は
、
現
代
日
本
財
政
の
特
徴
と
さ
れ
る

「集
権
的
分
散
シ
ス

テ
ム
」
の
形
成
時
期
を

「集
中
―
分
散
」
の
側
面
を
中
心
に
考
察
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
り
端
的
に
い
え
ば
、
従
来
、
「集
権

的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
時
期
が
戦
時
期
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
ヘ

の
疑
間
を
提
示
し
、
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
う
ち

「分
散
シ

ス
テ
ム
」
の
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
形
成
時
期
を
統
計
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
示
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

①

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
概
念
の
意
義

「集
権
的
分
散

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
は
、
神
野
直
彦
氏
が

梅

原

英

治

「現
代
日
本
の
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
」
を
特
色
づ
け
る
際
に
用
い
ら

れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

て
い
る
。

神
野
氏
は
、
天
フ
こ
こ
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
執
行
に
関
し
て
、

中
央
政
府
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
け
れ
ば
集
中

ｒ
ｏ
●
ｏｏ●
”『ａ
８
）、
地

方
政
府

の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
け
れ
ば
分
散

貧
ｏｏ
８
ｏｏ●
け【”
一】８
）、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
と
負
担
に
関
し
て
中
央
政
府
の
決
定
が
支
配
的

で
あ
れ
ば
集
権

♂
９
”【』
Ｓ
けい８
）、
地
方
政
府
の
自
主
的
決
定
が

支
配
的
で
あ
れ
ば
分
権

ａ
ｏｏｏ・
”【』
ド
け】８
）
と
い
う
概
念
を
用
い

る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
現
代
日
本
の
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム

は
、
分
散
型
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
集
権
的
だ
と
い
う
意
味
で
、
財
源

統
制
を
媒
介
に
し
た
集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

は

じ

め

に

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
は
い
つ
形
成
さ
れ
た
か

―
―

「集
中
―
分
散
」
の
側
面
を
中
心
に
―
―
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う
」
（神
野
論
文
、
二

一
七
～
二

一
八
頁
）
と
述

べ
ら
れ
た
の
で
あ

っ

た
。具

体
的
に
は
、
①

「中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府

へ
の
財
政
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
が
、
国
際
的
に
み
て
突
出
し
て
高
い
」
こ
と
、
②

「財
政

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
比
重
が
高
い
た
め
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
中
央

政
府
よ
り
も
地
方
政
府
が
供
給
す
る
」
こ
と
、
し
か
も

「日
本
の
地

方
政
府
の
ウ
ェ
イ
ト
は
連
邦
国
家
を
も
凌
駕
し
て
し
ま
う
」
こ
と
、

③
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は

「所
得
税
と
法
人
税
を
基
幹
税
と
す
る

中
央
政
府
の
直
接
税
中
心
税
制
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
」
が
、

「財
源
の
集
中
度
に
関
し
て
い
え
ば
、
日
本
は
必
ず
し
も
単

一
国
家

の
中
で
高
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
国
家
に
く
ら

べ
れ
ば
著
し
く
集
中
し
て
い
る
」
こ
と
、
④

「地
方
政
府
の
調
達
す

る
財
源
に
中
央
政
府
が
す
べ
て
統
制
を
加
え
て
い
る
」
こ
と

（交
付

税
や
特
定
補
助
金
の
操
作
に
よ
る
移
転
財
源
統
制
と
地
方
税
や
地
方
債
に

対
す
る
非
移
転
財
源
統
制
）、
⑤

「
日
本
の
地
方
政
府
の
執
行
量
は
国

際
的
に
見
て
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
決
定
権
は
財
源
統
制
を
媒
介

に
し
て
、
中
央
政
府
が
掌
握
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（同
上
、
二
一
四
～
二
一
七
頁
）。

こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
従
来
、
「集
権
」
的
現
象
と

「集
中
」
的

現
象
を
区
別
し
な
い
で
、
「中
央
集
権
」
や

「官
治
」
と
い
う
概
念

で
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
財
政
関
係
を
論
じ
て
き
た
議
論
の
盲
点

を
つ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ

′０
。し

か
も
、
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
は
、
（ア
）
日

本
財
政
が
明
治
以
来
の

「集
権
的
集
中
シ
ス
テ
ム
」
か
ら

「集
権
的

分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
な
っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
と
い
う
歴
史
認
識

と
、
（イ
）
七
〇
年
代
後
半
の
ブ

レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊

（＝

資
本
統
制
の
解
除
に
よ
る
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
）
を
契
機
と

す
る

「現
代
シ
ス
テ
ム
」
か
ら

「
ポ
ス
ト
現
代
シ
ス
テ
ム
」

へ
の
転

換
に
対
応
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
と
、
（ウ
ヽ
ポ
ス

ト
現
代
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
し
て

「分
権
型
社
会
」
を
構
築
す
る
た

め
に
国
か
ら
地
方

へ
の
事
務
権
限
と
課
税
権
の
移
譲
に
よ
っ
て

「分

権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
改
革
認
識
と

を
含
む
も
の
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
グ
ラ
ン
ド

ｏ
セ
オ
リ
ー

が
そ
の
背
後
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は

「集
権
―
分
権
」
。
「集
中
―
分
散
」
と
い
う
観
点
か
ら
現

代
日
本
財
政
を

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ

と
に
異
論
を
は
さ
む
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
が
問
題
と
す
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
い
つ
形
成
さ
れ
た
か
で

あ
る
。



②

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
時
期
を
め
ぐ
っ
て

こ
の
概
念
の
名
付
け
親
で
あ
る
神
野
氏
は
、
コ

九
四
〇
年
税
制

改
革
に
よ
っ
て
現
代
日
本
の
集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
と
い
う
税

・
財

政
シ
ス
テ
ム
が
、
潜
在
的
に
形
成
さ
れ
た
」
（神
野
論
文
、
二
三
九

頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
、
戦
時
期
を

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形

成
期
と
し
、　
一
九
四
〇
年
税
制
改
革
を
そ
の
画
期
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
「形
成
」
に

「潜
在
的
」
と
い
う
言
葉
を
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
ズ
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
―
―
梅
原
）
現
代

日
本
の
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
が
総
力
戦
を
支
え
る

『総
動
員
型
』

税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
戦
時
期
に
形
成
さ
れ
た
」
（同
上
、

二
一
一
頁
）
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
戦
後
改
革
を
画
期
と

し
て
日
本
資
本
主
義
の
戦
前

・
戦
時
と
戦
後
の
構
造
変
化

（断
絶

性
）
を
強
調
す
る

「断
絶
説
」
に
対
し
、
戦
前

・
戦
時
と
戦
後
の
連

続
性
を
強
調
す
る

「連
続
説
」
の
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
り
、　
一
九

四
〇
年
税
制
改
正
を
画
期
と
さ
れ
て
い
る
点
で
は

「
一
九
四
〇
年
体

制
論
」
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
、
な
か
ん
ず
く

「分
散
シ
ス

テ
ム
」
が
戦
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
見
方
は
、
戦
時
財
政
の
一

般
的
理
解
と
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
普
通
に
考

え
れ
ば
、
中
央
政
府
が
戦
争
の
た
め
に
資
源
を
総
動
員
す
る
戦
時
下

に
お
い
て
、
地
方
政
府
が
中
央
政
府
よ
り
も
多
く
の
支
出
を
行
う
と

は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
地
方
政
府
が
中
央
政
府
よ

り
多
く
の
財
政
支
出
を
恒
常
的
に
行
う
と
す
れ
ば
、
国
家
体
制
と
し

て
地
方
自
治
を
容
認
す
る
こ
と
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
財
源
的
に
は
中
央
政
府
の
地
方
政
府
に
対
す
る
財
源
保
障
機
能

な
し
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
、
な
か
ん
ず
く

「分
散
シ

ス
テ
ム
」
が
形
成
さ
れ
た
時
期
は
、
神
野
氏
の
い
う
戦
時
期
で
は
な

く
、
戦
後
憲
法

・
地
方
自
治
法
制
の
成
立
と

一
連
の
戦
後
改
革
の
も

と
で
地
方
自
治
体
の
役
割
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
地
方
財
政
需
要
が

急
激
に
拡
大
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
中
央
政
府
に
よ
る
財

源
保
障
制
度
が
確
立
さ
れ
る
時
期
、
す
な
わ
ち
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基

づ
く
地
方
税
財
政
改
革
を
経
た

一
九
五
〇
年
代
で
は
な
い
か
と
直
感

的
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

以
下
、
第

一
節
で
は
、
「集
中
―
分
散
」
概
念
を
明
確
に
し
、
集

中
度

・
分
散
度
の
測
定
方
法
を
示
す
。
第
二
節
で
は
、
長
期
財
政
統

計
に
基
づ
い
て

「集
中
―
分
散
」
の
観
点
か
ら
日
本
財
政
史
を
時
期



区
分
し
、
神
野
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、
戦
後
に
お

け
る

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

の
意
義
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に

「
お
わ
り
に
」
で
本
稿
の
執

筆
経
緯
と
結
論
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
は

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
う
ち
、
も
っ
ぱ
ら

「分
散

シ
ス
テ
ム
」
の
側
面
を
取
り
上
げ
、
「集
権
―
分
権
」
の
側
面

（と

く
に
財
源
面
）
に
つ
い
て
は
必
要
な
限
り
で
触
れ
る
に
と
ど
め
て
い

２つ
。

一

「集
中
―
分
散
」
の
概
念
と
そ
の
測
定
方
法

０
西
尾
勝
氏
と
神
野
直
彦
氏
の

「集
中
―
分
散
」
概
念
の
違
い

ま
ず
は
じ
め
に

「集
中
―
分
散
」
の
概
念
を
明
確

に
し
て
お
こ

＞^′́
。神

野
氏
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
西
尾
勝
氏
の
著
書
で
は
、
「集
中

―
分
散
」
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
あ
る
。

国
の
事
務

・
権
限
と
し
て
国
に
集
権
さ
れ
て
い
る

（こ
の
場
合

に
は
、
地
方
政
府
に
分
権
さ
れ
ず
に
国
に
留
保
さ
れ
て
い
る
、
と

い
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
）
事
務

・
権
限

に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
ど
の
区
域
単
位
で
執
行
す
る
の
が
適
当
か
が
判
断

さ
れ
、
地
方
レ
ベ
ル
、
府
県
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
等
に
分

散
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
集
中

。
分
散
と
は
、
あ
る
政
府

の
事

務

。
権
限
の
執
行

（行
政
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
と
供
給
）
が
ど
の
レ

ベ
ル
の
区
域
で
お
こ
な
わ
れ
る
か
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
よ
り

広
域
レ
ベ
ル
の
機
関
に
留
保
さ
れ
る
こ
と
、
よ
り
広
域
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
集
中
と
呼
び
、
よ
り
狭
域
レ
ベ
ル

に
委
ね
る
こ
と
を
分
散
と
呼
ぶ
。
事
務

・
権
限
が
本
省
に
留
保

さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
集
中
度
が
高
く
、
事
務

。
権
限
が
市

町
村
レ
ベ
ル
に
委
ね
ら
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
分
散
度
が
高
い

（４
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
西
尾
氏
と
神
野
氏
で
は

「集
中
―
分
散
」
と
い

う
言
葉
の
使
い
方
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、

西
尾
氏
の
場
合
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
執
行
が

「
よ
り
広
域
レ
ベ
ル
の

機
関
に
留
保
さ
れ
る
こ
と
、
よ
り
広
域
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
を
集
中
と
呼
び
、
よ
り
狭
域
レ
ベ
ル
に
委
ね
る
こ
と
を
分
散
と

呼
ぶ
」
と
言
わ
れ
て
、
階
層
的
政
府
構
造
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
主
体
の
位
置
、
あ
る
い
は
あ
る
区
域
レ
ベ
ル
か
ら
別
の
区
域

レ
ベ
ル
に
向
か
う
と
き
の
方
向
を
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

神
野
氏
の
場
合
は

「中
央
政
府
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
け
れ
ば
集
中
、
地

方
政
府

の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
け
れ
ば
分
散
」
と
言
わ
れ
て
、
中
央
政

府

・
地
方
政
府
間
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の

「
ウ
ェ
イ
ト
」
、
つ
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ま
り
量
的
関
係
を
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（図
１
）。

し
た
が

っ
て
、
神
野
氏
の
言
わ
れ
る

「集
中
」
は
西
尾
氏
の
表
現

法
を
使
え
ば

「集
中
度
が
高

い
状
態
」、
同
じ
く

「分
散
」
は

「分

散
度
が
高

い
状
態
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

神
野
氏
は

「集
中
度
が
高

い
財
政
シ
ス
テ
ム
」
を

「集
中
シ
ス
テ

ム
」
、
「分
散
度
が
高
い
財
政
シ
ス
テ
ム
」
を

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
は
些
細

な

こ
と
に
思
え
る

が
、
こ
の
違

い
が
後
で
問
題
と
な
る

（第
二
節
‐０
参
照
）。

②
集
中
度

。
分
散
度

の
測
定
方
法
と

♂
ン
ス
テ
ム
形
成
」
の
基
準

そ
こ
で
次
に
、
集
中
度

・
分
散
度

を
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
か
に
つ
い

て
述

べ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て

は
、
①
測
定
の
指
標
を
何
に
求
め
る

か
、
②
測
定
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
拡

げ

る
か
、
③

集
中

度

・
分
散
度

が

黎 閻

「高
い
」
「低
い
」
と
い
う
場
合
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

か
、
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
①
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
行
政
事
務
の
数
、
行
政
事
務
に

係
わ
る
公
務
員
の
数
、
行
政
事
務
に
要
す
る
財
政
支
出
の
金
額
な
ど

が
指
標
と
な
り
う
る
。
こ
の
点
で
は
、
行
政
事
務
の
数
と
財
政
支
出

額
の
不

一
致
、
た
と
え
ば
零
細
な
補
助
事
業
を
た
く
さ
ん
扱
え
ば
、

行
政
事
務
の
本
数
は
多
く
て
も
、
財
政
支
出
額
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な

ら
な
い
と
い
う
状
況

（あ
る
い
は
逆
の
状
況
）
を
ど
う
み
る
か
な
ど

の
問
題
も
起
こ
り
う
る
が
、
こ
こ
で
は
神
野
氏
と
同
様
に
財
政
支
出

額
を
指
標
と
し
て
集
中
度

。
分
散
度
を
測
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
財
政
支
出
額
を
指
標
と
す
る
場
合
で
も
、
②
の
範
囲
が
問

題
と
な
る
。　
一
般
会
計
に
限
定
す
る
の
か
、
特
別
会
計
や
事
業
会
計

な
ど
を
含
め
る
の
か
、
特
殊
法
人
な
ど

へ
も
拡
大
す
る
の
か
、
さ
ら

に
戦
前

。
戦
時
の
場
合
は
植
民
地
財
政
の
扱
い
も
問
題
と
な
る
。　
一

般
会
計
に
限
定
す
る
に
し
て
も
、　
一
般
会
計
の
全
体
を
比
較
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
中
の
特
定
部
分

（た
と
え
ば

一
般
会
計
中
の
一
般

行
政
費
）
を
取
り
出
し
て
比
較
す
る
の
か
で
、
金
額
は
違

っ
て
く

る
。
さ
ら
に
は
、
複
数
会
計
を
総
計
し
た
財
政
支
出
額
を
用
い
る
と

き
に
は
、
単
純
合
計
額
を
使
う
の
か
、
そ
れ
と
も
会
計
間
の
重
複
、

国

・
地
方
間
お
よ
び
都
道
府
県

・
市
町
村
間
の
重
複
を
差
し
引
い
た

図 l 西尾勝氏 と神野直彦氏の「集中一分散」概念の違い

西尾氏の場合

国

分散  ↓ ↑ 集中

都道府県

分散  ↓ ↑ 集中

市町村

神野氏の場合

集中     分散



純
計
額
を
用
い
る
の
か
な
ど
で
も
異
な

っ
て
く
る
。

た
だ
、
特
別
会
計
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
中
央
政
府
の
集
中
度
が
増

す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
中
央
政
府
と
地
方
政
府

の

一
般
会
計
歳
出
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ヨ

般
会
計
の
財
政
投
融
資
化
現
象
」
の
よ
う
に
、　
一
般
会
計
で
行
う
べ

き
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
し
ば
し
ば
他
会
計
に
回
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
考
え
れ
ば
、　
一
般
会
計
で
比
較
す
る
こ
と
の
不
十
分
さ
は
免
れ
な

い
。
し
か
し
、
予
算
の
完
全
性
の
原
則

（そ
こ
か
ら
派
生
す
る
総
計

主
義
の
原
則
）
と
統

一
性
の
原
則
か
ら
い
っ
て
、
予
算
の
基
軸
は
な

ん
と
い
っ
て
も

一
般
会
計
で
あ
り
、
政
府
活
動
の
根
幹
部
分
は
そ
こ

で
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、　
一
般
会
計
レ
ベ
ル
で
比
較

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
額
を
用
い
る
こ
と
に
す

る
。
後
掲
の
表
４
は
藤
田
武
夫
氏
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
軍

事
費
や
公
債
費
な
ど
を
差
し
引
い
た

一
般
行
政
費
に
つ
い
て
国

・
地

方
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
軍
事
行
政
な
し
の
国
家
は
あ
り

え
な
い
し
、
公
債
費
も
過
去
の
財
政
支
出
の
負
担
で
あ

っ
て
み
れ

ば
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
比
較
す
る
こ
と
も
問
題
を
含
ん
で
い
る

の
で
、
本
稿
で
は
歳
出
総
額
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
地
方

政
府
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と
市
町
村
の
歳
出
合
計
か
ら
重
複
額
を

差
し
引
い
た
金
額
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

さ
ら
に
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
一
般
会
計
を
比
較
す
る
場
合

に
は
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府

へ
の
財
政
移
転
、
地
方
政
府
か
ら

中
央
政
府

へ
の
財
政
移
転
を
差
し
引
か
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府

の
実
質
的
な
財
政
支
出
額
が
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
府
の

一
般
会
計
歳
出
か
ら
財
政
移
転
分
を
差
し
引
い
た
純
計
額
を

比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の

一
般
会

計
歳
出
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
移
転
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を

比
較
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
財
政
支
出
に
関
す

る
長
期
デ
ー
タ
と
し
て
、
江
見
康

一
。
塩
野
谷
祐

一
両
氏
が

一
八
六

八
～

一
九
六
〇
年
度

（た
だ
し
地
方
政
府
は
一
八
七
九
年
度
以
降
）
に

つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
統
計
表
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
用

い
る
こ
と
に
す
る
。

最
後
に
、
③
の
集
中
度

・
分
散
度
が

「高

い
」
「低
い
」
と
い
う

場
合
の
基
準
で
あ
る
が
、
過
去
か
ら
の
ト
レ
ン
ド
や
主
要
諸
国
の
水

準
を
基
準
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
、
対
象
と
す
る
期
間
の

長
さ
、
国
の
範
囲
、
連
邦
国
家
と
単

一
国
家
の
違
い
な
ど
、
比
較
す

る
期
間
や
国
の
設
定
自
体
が
問
題
に
な
る
。
こ
こ
で
は
単
純
で
は
あ

る
が
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
一
般
会
計
歳
出
総
額
の
合
計
額
に



占
め
る
割
合
で
み
て
、
中
央
政
府
が
五
〇
％
を
超
え
る
場
合
を

「集

中
度
が
高
い
状
態
」
す
な
わ
ち

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
、
地
方
政
府
が

五
〇
％
を
超
え
る
場
合
を

「分
散
度
が
高
い
状
態
」
す
な
わ
ち

「分

散
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
一

「集
中
―
分
散
」
の
観
点
か
ら
見
た

日
本
財
政
史
の
時
期
区
分

０
三
度
形
成
さ
れ
た

「分
散
シ
ス
テ
ム
」

図
２
と
そ
の
基
に
な

っ
た
表
１
は
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府

（地

方
政
府
内
部
の
重
複
を
除
く
）
の

一
般
会
計
歳
出
の
合
計
額
に
つ
い

て
、
中
央
政
府

（地
方
政
府

へ
の
移
転
支
出
を
除
く
）
と
地
方
政
府

（中
央
政
府
へ
の
移
転
支
出
を
除
く
）
の
占
め
る
割
合
を

一
八
七
九
年

度
か
ら

一
九
六
〇
年
度
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、　
一
八
七
八
年
に
い
わ
ゆ
る
三
新
法

（郡
区
町
村
編
成
法

・

府
県
会
規
則

・
地
方
税
規
則
）
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
地
方

財
政
に
つ
い
て
は
、
藤
田
武
夫
氏
が
、
「維
新
以
後
明
治

一
一
年
七

月
の
地
方
税
規
則
制
定
ま
で
地
方
団
体
の
財
政
に
就
て
は
、　
一
般
的

組
織
的
な
改
革
の
行
は
れ
な
か
っ
た
」、
そ
し
て

「維
新
以
後
明
治

一
一
年
ま
で
府
県
、
区
及
び
町
村
の
費
用
は
、
府
県
に
対
す
る
若
干

の
官
費
支
給
を
除
い
て
は
、
主
と
し
て
所
謂

『民
費
』
に
よ
っ
て
賄

は
れ
、
府
県
税
収
入
を
以
て
こ
れ
を
補

っ
て
居
た
。
勿
論
民
費
に
就

て
も
全
般
的
に
こ
れ
を
規
制
す
る
法
規
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
図
２
と
表
１
を
も
と
に
す
れ
ば
、
日
本
財
政
史
は
次
の
四

つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第

一
期
は

一
八
七
九
年
度
か
ら

一
九
二
五
年
度
ま
で
の

「集
中
シ

ス
テ
ム
」
の
時
期
で
あ
る
。　
一
八
七
九
年
度
か
ら

一
九
二
五
年
度
ま

で
、
分
散
度
は
五
〇
％
を
超
え
る
こ
と
が
な
く
、
日
本
財
政
は

「集

中
シ
ス
テ
ム
」
で
あ

っ
た
。
神
野
氏
も

「戦
前
の
税

・
財
政
シ
ス
テ

ム
の
骨
格
は
、
中
央
政
府
に
財
源
を
集
中
し
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

を
集
中
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
」
（神
野
論
文
、
三
二
一
頁
）
と
言

わ
れ
て
い
る
。

第

一
期
の
分
散
度
は
日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
～
五
年
）
後
の

一
九

〇
六
年
度
に
二
四

。
〇
％
に
ま
で
下
が
る
。
日
清
戦
争

（
一
八
九
四

～
九
五
年
度
）
の
と
き
も
分
散
度
が
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
戦
争

が
集
中
度
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
分
散
度
は

一
九

一
一
年

度
に
四
〇

・
五
％
に
ま
で
高
ま
る
が
、
第

一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出

兵
の
下
で
ふ
た
た
び
低
下
し
、　
一
九

一
七
、　
一
八
両
年
度
に
三

一
。

九
％
に
ま
で
下
が
る
。
そ
れ
を
ボ
ト
ム
と
し
て
そ
の
後
は
上
昇
に
転

じ
、　
一
九
二

一
年
度
に
四
〇
％
台
に
乗
せ
、
そ
の
勢
い
の
ま
ま
次
の

′00



図2 財政支出総額に占める中央政府と地方政府の割合

(出所)江見康―・塩野谷祐一『財政支出 (長期経済統計 。第 7巻 )』 東洋経済新報社、1966年 、
168～ 171頁、より作成。

第
二
期
に
入

っ
て
い
く
。
分
散
度
が
上
昇
し
た
時
期
は
、
米
騒
動
か

ら
は
じ
ま
り
、
労
働
運
動
な
ど
様
々
な
社
会
運
動
が
発
展
し
、　
一
九

二
五
年
の
普
通
選
挙
法
の
制
定
に
結
実
し
て
い
っ
た
と
き
で
あ
る
。

第
二
期
は

一
九
二
六
年
度
か
ら

一
九
二
六
年
度
ま
で
の

「分
散
シ

ス
テ
ム
」
の
時
期
で
あ
る
。
分
散
度
は
ち
ょ
う
ど
昭
和
に
入
っ
た
と

き
に
五
〇
％
を
超
え
、
以
降

一
一
年
間
五
〇
％
台
を
続
け
る
。
す
な

わ
ち
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は
戦
時
期
で
は
な
く
、
戦
時
に
入
る
前

に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
分
散
度
は
、
最
低
が

一
九

二
九
年
度
の
五
〇

・
四
％
、
最
高
が

一
九
二
六
年
度
の
五
六

・
八
％

で
あ

っ
た
。
金
融
恐
慌
か
ら
は
じ
ま
り
、
昭
和
恐
慌
、
満
州
事
変
を

経
て
、
二

・
二
六
事
件
な
ど
が
起
こ
っ
た
第
二
期
に
つ
い
て
は
、
本

節
第
二
項
で
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
二
期
は

一
九
二
七
年
度
か
ら

一
九
四
九
年
度
ま
で
の

「集
中
シ

ス
テ
ム
」
の
時
期
で
あ
る
。
慮
溝
橋
事
件
か
ら
全
面
戦
争
に
突
入
し

た

一
九
二
七
年
度
か
ら
分
散
度
は
五
〇
％
を
下
回
り
、
年
を
追

っ
て

急
激
に
低
下
し
、　
一
九
四
四
年
度
に
は

一
七

・
〇
％
に
ま
で
下
が
る

（た
だ
し
四
四
年
度
と
四
五
年
度
は
予
算
ベ
ー
ス
の
数
値
で
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）。
こ
の

一
七

・
〇
％
と
い
う
数
値
は
全
期
間

中
の
最
低
値
で
あ
り
、
財
政
支
出
は
中
央
政
府
に
高
度
に
集
中
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
税
源
に
つ
い
て
も
同
様
で
、　
一

一
い
一
Ｈ

寸
め
〇
［

い
０
い
Ｈ

一
対
い
【

い
い
い
〓

「
∞
い
〓

い
一
い
Ｈ

．
¨
Ｏ
Ｈ

藤
ヌ

い
［
〇
［
を
十

一
Ｈ
い
Ｈ

い
〇
〇
月

′0′
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図 3 税収総額に占める国税と地方税の割合
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(出所)総務庁統計局監修『日本長期統計総覧』第 3巻、日本統計協会、1988年、大蔵省財政史室編

『昭和財政史――終戦から講和まで一―』東洋経済新報社、1978年、より作成。

九
四
四
年
度
に
は
中
央
政
府

に
九
二

。
〇
％
も
集
中
さ
れ
て
い
る

（図
３
）。
戦
争
が
終
わ
る
と
、
分
散
度
が
急
速
に
上
が
る
が
、　
一
九

四
九
年
度
ま
で
五
〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
第
四
期
は

一
九
五
〇
年
度
以
降

（現
在
に
至
る
ま
で
）
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
時
期
で
あ
る
。
分
散
度
は

一
九
五
〇
年
度
に

五
〇
％
を
上
回
り
、
ふ
た
た
び

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
復
活
す
る
。

以
後
、
分
散
度
は

一
九
五
七
年
度
ま
で
年
々
上
昇
し
、
そ
の
後
も
六

〇
％
台
の
後
半
を
キ
ー
プ
す
る
。　
一
九
五
〇
年
度
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

に
基
づ
く
税
財
政
改
革
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
り
、
そ
れ
と
二
度
目
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
と
の
関
わ
り
を
伺
わ
せ
る
。
第
四
期
に

つ
い
て
は
本
節
②
と
第
四
節
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「集
中
―
分
散
」
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
日
本

財
政
は
明
治
以
来
の

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
を
昭
和
初
期
に

「分
散
シ

ス
テ
ム
」
に
転
じ
た
後
、
戦
時
期
に
は
高
度
な

「集
中
シ
ス
テ
ム
」

に
移
り
、
戦
後
も
し
ば
ら
く

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
を
続
け
、
そ
し
て

一
九
五
〇
年
代
に
ふ
た
た
び

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
し
た
の
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
時
期
に
は

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は
形
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
戦
前
昭
和
期
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
を

「集
中
シ
ス

テ
ム
」
に
、
し
か
も
極
め
て
高
度
な

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
に
転
じ
た
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の
で
あ
る
。

②
戦
前
昭
和
期
と

一
九
五
〇
年
代
以
降
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
違
い

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
財
政
史
上
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は

一
九

二
六
～
三
六
年
度
と

一
九
五
〇
年
度
以
降
の
三
度
形
成
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
二
つ
の
時
期
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は
内
容
を
異
に

す
る
。

第

一
は
、
分
散
度
の
水
準
の
違
い
で
あ
る
。
戦
前
昭
和
期
の

「分

散
シ
ス
テ
ム
」
は
分
散
度
が
五
〇
％
を
上
回

っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
上
回
り
幅
は
小
さ
く
、
ま
た
最
高
値
が

一
九
二
六
年
度
の
五

六

・
八
％
で
、
六
〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は

一
九
五
三
年
度

以
降
六
〇
％
を
恒
常
的
に
超
え
、　
一
九
五
七
年
度
に
は
六
七

。
九
％

に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
い
っ
て
も
、
戦
前

昭
和
期
の
分
散
度
は
五
〇
年
代
以
降
の
そ
れ
を
か
な
り
下
回
る
も
の

で
あ

っ
た
。

第
二
は
、
分
散
度
の
上
昇
要
因
の
違
い
で
あ
る
。
分
散
度
は
、
中

央
政
府
の
財
政
支
出
が
減
少
す
れ
ば
、
地
方
政
府
の
財
政
支
出
が

一

定
で
も
上
昇
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
上
昇
は
積
極
的
な
も
の

と
い
い
が
た
い
。

と
く
に
第
二
期
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約

（
一
九
二
二
年
）

や
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約

（
一
九
三
〇
年
）、
昭
和
恐
慌
、
井
上
財

政
、
高
橋
財
政
な
ど
の
影
響
も
あ

っ
て
、
中
央
政
府
も
地
方
政
府
も

財
政
支
出
の
起
伏
が
大
き
い
時
期
で
あ
る
。

表
１
の
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
財
政
支
出

（移
転
を
除
い
た
金

額
―
ｌ
⑤
列
と
⑥
列
）
の
推
移
を
み
る
と
、
第
二
期
の
期
間
中
、
地

方
政
府
は

一
九
二
六
年
度

一
四
億
七
八
三
〇
万
円
か
ら

一
九
二
六
年

度
二
七
億

一
〇
〇
万
円

へ
一
・
八
倍
に
増
加
さ
せ
て
い
る
が
、
中
央

政
府
の
財
政
支
出
は
同
時
期
に

一
四
億

一
七
二
〇
万
円
か
ら
二
〇
億

五

一
〇
〇
万
円

へ
一
・
四
倍
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、
中
央
政
府
に
対

す
る
地
方
政
府
の
財
政
支
出
の
相
対
的
に
高
い
増
加
率
が
分
散
度
を

一局
め
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
期
間
中
、
中
央
政
府
は

一
九

二
九
、
三
〇
、
三

一
、
三
四
年
度
に
財
政
支
出
を
減
ら
し
、
と
く
に

一
九
二
〇
、
三

一
年
度
は

一
九
二
六
年
度
の
水
準
を
割

っ
て
お
り
、

そ
の
両
年
度
に
は
分
散
度
が
五
三
～
五
四
％
に
高
ま
っ
て
い
る
。
地

方
政
府
も

一
九
二
八
、
二
九
、
三

一
、
三
四
、
三
五
年
度
に
財
政
支

出
を
減
ら
し
て
、
分
散
度
を
い
く
ぶ
ん
か
低
下
さ
せ
て
い
る
が
、
総

じ
て
下
げ
幅
は
中
央
政
府
よ
り
も
少
な
く
、
分
散
度
を
五
〇
％
台
に

キ
ー
プ
し
た
の
で
あ
る
。
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し
た
が

っ
て
、
第
二
期
の
分
散
度
の
上
昇
は
地
方
政
府
の
財
政
支

出
の
増
加
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
中
央
政
府
の
財
政
支
出
の
削
減

・

抑
制
を
反
映
し
た
側
面
も
あ
り
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
必
ず
し
も

積
極
的
に
形
成
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
分
散
度
の
上
昇
は
、
中
央

政
府
の
財
政
支
出
が
総
じ
て
増
加
す
る
下
で
、
そ
れ
以
上
に
地
方
政

府
の
財
政
支
出
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
っ
て
い
る
。
中
央
政

府
の
財
政
支
出
は

一
九
五
〇
年
度
四

一
〇
九
億
円
か
ら

一
九
六
〇
年

度
九

一
八
五
億
円

へ
二

・
三
倍
増
え
て
い
る
が
、
地
方
政
府
の
財
政

支
出
は
同
時
期
に
五
〇
七
六
億
円
か
ら

一
兆
九

一
七
六
億
円

へ
三

・

八
倍
も
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
央
政
府
は

一
九
五
〇
年
度
と

一

九
五
六
年
度
に
財
政
支
出
を
減
ら
し
、
両
年
度
の
分
散
度
を
高
め
た

こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
地
方
政
府
は
財
政
支
出
を

一
貫
し
て
拡
大

さ
せ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

一
九
五
〇
年
代
以
降
の

「分
散
シ
ス
テ

ム
」
は
積
極
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

第
二
は
、
地
方
財
政
支
出
の
増
加
内
容
の
違
い
で
あ
る
。
戦
前
昭

和
期
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
必
ず
し
も
積
極
的
な
意
味
で
形
成
さ

れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
地
方
財
政
支
出
の
中
身
を

見
れ
ば
よ
り
は
っ
き
り
す
る

（表
２
）。
そ
れ
は
財
政
支
出
の
増
加

の
大
部
分
が
公
債
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
債
費
は

一
九
二
六
年
度
二
億
五
三

一
七
万
円
か
ら

一
九
二
六
年
度

一
一
億
二

三
八
三
万
円
へ
四

・
四
倍
も
増
加
し
て
い
る
。

い
ま
、　
一
九
二
六
年
度
の
財
政
支
出
額
を
基
準
と
し
て

一
九
二
六

年
度
ま
で
の
各
年
度
の
増
減
額
を
累
計
し
各
費
目
の
構
成
比
を
計
算

す
る
と
、
公
債
費
六
八

・
三
％
、
勧
業
費

一
二

・
九
％
、
都
市
計
画

費
七

ｏ
Ｏ
％
、
土
木
費
四

・
九
％
、
教
育
費
四

。
二
％
な
ど
と
な

っ

て
、
こ
の
時
期
の
地
方
財
政
支
出
の
増
加
分
の
七
割
近
く
を
公
債
費

が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
戦
前
昭
和
期
の
分
散
度
の
上
昇
は

公
債
費
の
増
大
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

一
九
五
〇
年
代
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に

一
九
五
〇
年
度
を
基

準
と
し
た
各
費
目
の
増
減
額
累
計
額
を
と
っ
て
み
る
と

（表
３
）、

こ
こ
で
は
公
債
費
の
占
め
る
割
合
は
六

・
六
％
に
す
ぎ
ず
、
教
育
費

二
八

・
六
％
、
土
木
費

一
三

・
四
％
、
総
務
費

一
二
・
八
％
、
産
業

経
済
費

一
一
・
四
％
、
社
会
及
び
労
働
施
設
費

一
〇

・
二
％
な
ど
が

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の

「分
散
シ
ス

テ
ム
」
に
は
財
政
支
出
の
増
加
内
容
に
積
極
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
と
い
っ
て
も
、

戦
前
昭
和
期
と

一
九
五
〇
年
代
以
降
と
で
は
内
容
が
違
う
。
そ
の
違

い
を
明
示
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、
戦
前
昭
和
期
の

「分
散
シ
ス
テ
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(単位 :千円・ %)

衛生費 勧業費
社 会
事業費

市
費画

都
計 公債費

道府県
取扱費

産
費積

財
蓄

その他
諸費

105,776

113,747

125,216

120,965

104,493

49,599

49,673

50,366

57,452

61,781

66.824

70,496

72,690

78,492

76,730

65,470

131,778

183,115

187,328

185,873

191,513

185,110

20,598

21,409

19,185

18,655

40,922

42,009

44,241

40,476

48,028

45,117

47 048

46,679

42,053

45,132

50,689

61,502

108,105

253,171

502,730

326,324

273,463

427,899

370,217

447,067

1,133,255

752,449

641,543

1,123,833

7,702

7,125

7,981

8,164

8,521

8,310

7,677

7,960

8,448

9,275

9,789

38,127

36,592

34,460

34,512

26,725

32,808

23,624

25,144

27,279

26,449

36.327

110,636

124,595

148,582

143,698

128,472

127,298

128,582

110,530

116,595

127,395

131,785

-257,644

-5_1

653,139

12 9

161,110

32
354,160

7.0

3,467,070

68_2

6,230

01

-77,350

-1.5

181,172

36

(単位 :百万円 。%)

社会及労
働施設費

保 健
衛生費

業
費済

産
経 公債費 諸支出金

前年度繰
上充用金

繰出金 財産費

55,013

69,758

83,550

15,073

23,021

29,269

31,961

39,721

53,904

77,931

91.902

17,386

23,628

30,235

33,927

34,761

34,058

37,512

38,085

37,908

41,716

47 878

59,806

81,996

05,699

42,536

45,117

24,485

31,236

43,136

62,536

86,868

130 037

11,121

11,409

18,130

25,647

41,111

56,455

73,502

87,346

93,150

99,299

100,599

25,619

29,491

37,280

37,495

44,663

47,409

50,680

68,365

43,528

47,672

58,218

1,266

5,492

6,226

15,413

26,087

46,808

43,112

12,484

8,239

10,766

10,972

7,336

7,480

8,333

16,910

18,174

32.339

5,542

7,370

9,746

12,088

12,060

10,132

12,544

17,994

20,943

22,762

39.460

765,960

10 2

185,848

2.5

855,586

11.4

495,438

6.6

208,611

28
172,939

23
90,572

12
109,679

1.5

′08



表 2 戦前昭和期における地方政府の財政支出の内訳

年度 総額 会議費
役所・

役場費

県
費

府
員

道
吏

警察費 教育費 土木費

1,514,828

1,889,671

1,800,994

1,624,704

1,673,030

1,617,757

1,884,013

2,601,586

2,214,435

2,164,800

2,757,790

6,724

6,770

6,939

7,057

6,156

5,282

5,882

6,350

6,745

6,917

7,181

15,104

15,859

18,711

15,401

07,512

01,324

04,632

09,345

09,342

13,577

23,364

11,809

18,850

18,661

18,745

17,783

19,812

22,563

20,675

21,600

22,937

22,957

77,813

82,026

84,489

84,525

81,533

81,192

81,580

84,343

89,081

93,330

95,054

420,097

456,405

478,643

445,930

402,738

389,669

399,764

423,337

443,990

468,910

504.505

276,775

330,872

353,311

276,857

254,806

211,782

343,561

357,346

296,866

294,553

295,910

増減額累計

構成比

5,080,500

100 0

1,961

00

-31,973

-0 6

86,493

17
79,023

1.6

212,921

4_2

248,114

4.9

(出所)大蔵省財政史室編『昭和財政史――終戦から講和まで一―』第19巻、東洋経済新報社、
1978年、380～ 381頁 、より作成。

(注 )1.電気 。ガス事業は除外した。
2.増減額累計とは、1926年度を基準とした各年度の増減額を合計したもの。

(出所)大蔵省財政史室編『昭和財政史――終戦から請和まで一―」第19巻、東洋経済新報社、

1978年、380～ 381頁、より作成。

(注 )増減額累計とは、1950年度を基準とした各年度の増減額を合計したもの。

f09

表 3 1950年代における地方政府の財政支出の内訳

年度 総額 議会費 総務費
警察・

消防費
教育費 土木費

522,564

668,673

842,044

1,069,751

1,170,243

1,176,197

1,241,436

1,378,183

1,504,026

1,682,743

1 992 806

5,317

7,375

9,691

1,767

2,773

1,891

1,939

4,007

4,986

6,408

9.932

79,257

98,833

122,920

142,235

158,384

160,816

165,872

185,108

212,991

236,207

265.793

32,232

38,971

46,434

53,304

72,209

75,982

78,969

85,734

91,542

98,322

113 573

135,775

182,701

236,861

284,304

320,725

324,859

346,165

387,449

424,109

456,887

539 478

94,229

111,648

135,272

188,628

171,856

145,699

157,944

198,753

223,280

269,732

342_624

増減額累計

構成比

7,500,462

100.0

77,599

10
956,589

12 8

432,720

5.8

2,145,788

28 6

1,003,146

13 4



ム
」
を

「消
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の

「分
散

シ
ス
テ
ム
」
を

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
よ

つゝ
。以

上
を
ま
と
め
る
と
、
前
項
で
行

っ
た
日
本
財
政
史
の
時
期
区
分

は
以
下
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

第
一
期
２

八
七
九
～
一
九
二
五
年
度
）―
―

「集
権
的
集
中
シ
ス
テ
ム
」

第
二
期
■
九
二
六
～
三
六
年
度
Ｙ
Ｉ
‐
「集
権
的
消
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」

第
二
期
貧

九
二
七
～
四
九
年
度
Ｙ
Ｉ
‐
「集
権
的

企局
度
）
集
中
シ
ス
テ

ム
」
（
一
九
三
七
～
四
五
年
度
の
戦
時
期
は

「集
権
的
高
度
集
中
シ
ス
テ
ム
し

第
四
期
貧
九
五
〇
年
度
～
現
在
）―
―

「集
権
的
積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」

０
戦
前
昭
和
期
の

「消
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

戦
前
昭
和
期
の

「消
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
時
期
を

も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
第

一
期
の
終
わ
り
頃
か
ら
に
な
る
が
、
神

野
氏
が
第

一
次
大
戦
を
契
機
に

「税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
の
分
権
化
と

分
散
化
」
が
進
み
、
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て

「晩
鐘
」
（神
野
論
文
、
二

二
五
頁
）
が
鳴
ら
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
時
期
に
あ
た
る
。

神
野
氏
は
、
第

一
次
大
戦
を
契
機
に
地
域
共
同
体
の
秩
序
維
持
機

能
に
二
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
亀
裂
が
生
じ
た
と
言
わ
れ
る

（同
上
、

一
〓
一二
頁
）。

一
つ
は

「経
済
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
伴
い
、
地
域
共
同
体
の
構

成
員
に
流
動
化
が
生
じ
た
」
た
め
、
「共
同
体
的
相
互
扶
助
機
能
に

代
替
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
」
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は

「日
本
的
経
営
に
惨
め
取
ら
れ
て
い

く
」
た
め
、
「公
共
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
入
力
は
弱
く
な
り
、
ス

ラ
ム
の
動
揺
を
防
止
す
る
よ
う
な
防
疫
な
ど
を
中
心
と
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
限
ら
れ
た
」
と
さ
れ
て
い
る

（同
上
）。
こ
れ

ら
は
衛
生
費
や
社
会
事
業
費
の
増
加
と
な

っ
て
表
れ
る

（表
２
で
は

そ
の
後
半
部
分
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
）。

も
う

一
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
は
、
「農
民
や
商
工
自
営
業
者
と
い
う
旧

中
間
層
が
経
済
的
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め

「共
同
体
的
共
同
作
業
を
補
完
し
代
替
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
、　
つ
ま

り

「農
民
の
要
求
す
る
農
道
や
潅
漑
、
商
工
自
営
業
者
の
要
求
す
る

街
区
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
を
活
発
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ

て
い
た
」
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
に
つ
い
て
も
、
「経
済

シ
ス

テ
ム
の
近
代
化
や
暴
力
装
置
の
増
強
の
た
め
に
中
央
政
府
か
ら
強
要

さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
旧
中
間
層
の
経
済
的
自
律
を
上
昇
さ

せ
る
た
め
に
も
推
進
さ
れ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る

（同
上
、
三
二
三

頁
）。
表
２
で
も
土
木
費
や
都
市
計
画
費
、
勧
業
費
、
教
育
費
の
増

加
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
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神
野
氏
は
こ
う
し
た
二
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
か
ら

「第

一
次
大
戦
を
契

機
と
し
て
戦
前
の
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

と
い
う
面
で
も
分
散
化
と
分
権
化
が
進
ん
だ
」
、
「戦
後
よ
り
も
遥
か

に
欧
米
型
に
近
づ
き
つ
つ
あ

っ
た
」
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る

（同

上
、
三
二
四
頁
）。

し
か
し
、
三

方
で
地
方
政
府
が
共
同
体
的
地
域
社
会

へ
の
帰
属

意
識
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
秩
序
維
持
を
図
ろ
う
と
し
、
他
方

で
複
数
主
体
と
し
た
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
の
分
散
化
と
分
権
化
を
推

進
す
る
と
、
地
方
政
府
間
の
競
争
と
確
執
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
」

（同
上
、
三
二
五
頁
）。
つ
ま
り
、
地
方
税
負
担
の
地
域
間
格
差
が
拡

大
し
て
い
く
。
そ
れ
を

「敵
憮
心
に
ま
で
高
め
て
し
ま
い
、
戦
前
の

税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
に
晩
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
は
昭
和
恐
慌
で
あ
る
」

（同
上
）。
そ
の
た
め
、
「中
央
政
府
は
特
定
補
助
金
と
い
う
財
政
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
活
用
を
企
図
す
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
恐
慌
の
景
気

対
策
と
し
て
特
定
補
助
金
を
地
方
政
府
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
地
方
政
府
に
共
同
体
的
協
力
作
業
に
代
替
す
る
公
共

事
業
を
執
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
」
（同
上
、
三
二
六
頁
）、
ま
た

「財

政
調
整
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
確
執
を
調
整
し
よ
う
」
と

し
て
、
内
務
省
か
ら

「地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
要
綱
案
」
が
提

案
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
財
源
を

「近
代
部
門
の
企

業
組
織
」
に
求
め
た
た
め
、
そ
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
「昭
和
恐
慌
期

に
は
地
方
政
府
間
あ
る
い
は
地
域
社
会
間
の
確
執
を
調
整
で
き
ず
、

社
会
シ
ス
テ
ム
は
安
定
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
」
宝

二
九
頁
）
と

語
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、　
一
九
二
六
年
の
馬
場
税
制
改
革
案
を
経

て
、　
一
九
四
〇
年
の
税
制
改
革
に
よ
る

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」

の
形
成

へ
と
話
を
進
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
は

「分
散
化
」
の

「
ウ
ェ
イ
ト
」

で
あ
る
。

第

一
に
、
第

一
次
大
戦
後
の

「分
散
化
」
は
た
ん
に

「進
ん
だ
」

だ
け
で
な
く
、
戦
前
昭
和
期
に
は

「地
方
政
府
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高

い
」
状
態
に
な
る
。
昭
和
恐
慌
は

「分
散
化
と
分
権
化
」
に

「晩
鐘

を
鳴
ら
す
」
に
し
て
も
、
中
央
政
府
の
緊
縮
財
政
や
そ
の
後
の
時
局

匡
救
事
業
の
展
開
な
ど
も
あ

っ
て
、
中
央
政
府
の
財
政
支
出
と
の
比

較
に
お
い
て
地
方
政
府
の

「
ウ
ェ
イ
ト
」
は
増
し
、
分
散
度
は
五

〇
％
を
超
え
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
形

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「分
散
化
」
の
進
展
状
況

が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
地
域
共
同
体
の
秩
序
維
持
機
能
の
亀
裂
か
ら
土
木
費
、

勧
業
費
、
教
育
費
な
ど
が
増
大
し
た
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
し

て
も
、
問
題
は
地
方
財
政
支
出
全
体
に
占
め
る

「
ウ
ェ
イ
ト
」
で
あ
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る
。
前
述
の
よ
う
に
、
戦
前
昭
和
期
に
は
地
方
財
政
支
出
の
増
加
分

の
七
割
近
く
を
公
債
費
が
占
め
、
公
債
費
の
増
大
に
よ
っ
て

「分
散

化
が
進
ん
だ
」
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
点
で
は
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降

の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
方
が
積
極
的
内
容
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
地
方
財
政
支
出
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
「戦
後
よ
り
も
邊
か
に

欧
米
型
に
近
づ
き
つ
つ
あ

っ
た
」
と
言
わ
れ
る
の
は
過
大
評
価
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

０
戦
時
期
に
お
け
る

「分
散
シ
ス
テ
ム
の
潜
在
的
形
成
」
に
つ
い
て

―
―

「分
散
」
概
念
の
混
乱

前
述
の
よ
う
に
、
統
計
デ
ー
タ
を
み
れ
ば
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」

は
戦
前
昭
和
期
に
形
成
さ
れ
、
戦
時
期

に
は

「高
度
集
中
シ
ス
テ

ム
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
神
野
氏
は
戦
時
期
に

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が

「形
成
」
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
冒
頭
で

見
た
よ
う
に
、
「形
成
」
と
い
う
言
葉
に

「潜
在
的
」
と
い
う
言
葉

が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
秘
密
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

神
野
氏
は
、
コ
」
う
し
た
シ
ス
テ
ム

（集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
ー
ー

梅
原
）
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
不
足
経
済
の
下
で
戦
争
遂
行
と
国
民

生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
戦
時
シ
ス
テ
ム
が
経
済
シ
ス
テ
ム
を
統
制

し
、
集
権
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
、
国
民
に

提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
帰
属
さ
せ
、
そ
れ
を
媒
介
に

し
た
供
給
が
企
図
さ
れ
た
た
め
に
、
分
散
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
」
（神
野
論
文
、
二
四
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
地
域
社
会
を
通
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
と
い

う
の
は
、　
一
九
四
〇
年
の
内
務
省
訓
令
第

一
七
号
に
よ
っ
て
制
度
化

さ
れ
た
町
内
会
な
ど
を
使

っ
て
戦
時
行
政
が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「生
活
必
需
品
を
配
給
す
る
た
め

の
切
符
、
通
帳
な
ど
は
、
こ
の
町
内
会
を
通
じ
て
配
分
さ
れ
る
。
戦

費
調
達
の
た
め
の
貯
蓄
奨
励
も
町
内
会
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
る
」
、

「兵
力
の
召
集
や
軍
需
工
業

へ
の
徴
用
に
関
し
て
も
、
町
内
会
に
あ

る
共
同
体
的
褒
賞
や
共
同
体
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
効
果
的
に
利
用
し

な
が
ら
遂
行
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
防
空
に
し
て
も
町
内
会
単
位
で
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
（同
上
、
二
一量
ハ
～
二
三
七
頁
）。

こ
の
よ
う
な
町
内
会
な
ど
の
活
動
に
対
し
て
財
政
的
支
援
が
必
要

に
な
る
が
、
財
源
は
戦
費
に
集
中
し
て
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
「地
方
政
府
に
戦
時
行
政
に
必
要
な
財
源
を
保

証

す

る
に
し
て
も
、
中
央
政
府
が
緊
要
だ
と
判
断
す
る
戦
時
行
政
に
限
定

し
て
地
方
政
府
に
財
源
を
費
消
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
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使
途
を
限
定
し
て
財
源
を
ト
ラ
ン
ス
フ
ア
ー
す
る
特
定
補
助
金
が
活

用
さ
れ
る
」
（同
上
、
壬
二
七
頁
）。
ま
た
、
「貧
困
な
地
方
政
府
に
対

し
て
は
配
付
税
を
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
し
て
、
そ
の
執
行
を
可
能
に
す

る
」
。
こ
う
し
て

「分
散
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
」
（同
上
、
二
三

九
頁
）
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
叙
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
「潜
在
的
」
と
い
う
言

葉
は
、
地
方
政
府
よ
り
も
さ
ら
に
狭
域
レ
ベ
ル
の
町
内
会
な
ど
が

「公
共
サ
ー
ビ
ス
を
分
散
的
に
供
給
す
る
方
式
を
末
端
で
支
え
て
い

た
」
（同
上
、
二
四
〇
頁
）
こ
と
を
指
し
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
し

か
理
解
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
し
て
も
、

町
内
会
な
ど
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
担

っ
て
い
た
の
は
顕
在
的

な
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
ぜ

「潜
在
的
」
な
の
か
と
い
う
疑
間
は

残
る

（あ
る
い
は
、
の
ち
に
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
全
面
開
花
す
る
こ
と

に
な
る
特
定
補
助
金
の
拡
充
や
地
方
財
政
調
整
制
度
と
い
う
財
政
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
の
設
置
を
指
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
財
源
を
中
央

に
集
中
し
て
地
方
へ
散
布
す
る
装
置
は

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
く
、

「集
権
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
）。

し
か
し
、
そ
れ
は
神
野
氏
が
定
義
さ
れ
た

「分
散
」
概
念
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
地
方
政

府
が
財
政
支
出
を
行
う
こ
と
は
、
地
方
政
府
よ
り
さ
ら
に
狭
域
レ
ベ

ル
の
組
織
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
西
尾
氏
の
い

う

「分
散
」
―
―
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を

「よ
り
狭
域
レ
ベ
ル
に

委
ね
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
の

「分
散
」
―
―
で
は
あ
る
が
、
神

野
氏
の

「分
散
」
概
念
で
は
な
い
。
神
野
氏
の
場
合
は
中
央
政
府
と

の
量
的
関
係
が
問
題
で
あ

っ
て
、
地
方
政
府
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
状

態
を

「分
散
」
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
く
ら
制
度
化
さ
れ
た
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
戦

時
行
政
が
行
わ
れ
よ
う
と
も
、
町
内
会
な
ど

へ
の
支
出
を
含
め
た
地

方
政
府
の
財
政
支
出
が
中
央
政
府
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
な
け
れ
ば

「分
散
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

統
計
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
戦
時
期
に
は
、
町
内
会
な
ど

へ
の
支
出

を
含
め
た
地
方
政
府
の
財
政
支
出
は
中
央
政
府
の
そ
れ
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
戦
時
期
に
は

「高
度
集
中
シ
ス
テ
ム
」
が
形
成
さ
れ

て
も
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〓
一　
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る

「積
極
分
散
シ
ス
テ

ム
」
の
形
成
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
意
義

０
戦
後
も
持
続
し
た

「集
中
シ
ス
テ
ム
」

さ
て
、
戦
後
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
神
野
氏
は
、
戦
時
期
に
形
成

さ
れ
た

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
敗
戦
後
に

「定
着
」
し
た
と
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し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

町
内
会
が
制
度
的
に
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
実
質
的
に
は
そ

の
機
能
は
残
存
し
て
い
く
。
し
か
も
、
内
務
省
地
方
局
が
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
処
理
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
中
央

政
府
か
ら
地
方
政
府

へ
の
機
関
委
任
事
務
も
制
度
化
さ
れ
て
い

く
。
こ
う
し
て
結
局
、
地
方
政
府
を
媒
介
と
す
る
分
散
シ
ス
テ

ム
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る

（神
野
論
文
、
二
四
〇
頁
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第

一
に
、
戦
時
期
に
形
成
さ
れ
た
の
は

「高
度
集
中
シ
ス
テ
ム
」

で
あ
り
、
戦
後
に

「地
方
政
府
を
媒
介
と
す
る
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が

「維
持
」
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

第
二
に
、　
一
九
四
四
年
度
に
一
七

・
〇
％
に
ま
で
低
下
し
た
分
散

度
は
、　
一
九
四
八
年
度
に
は
四
三

・
〇
％
に
ま
で
回
復
す
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
戦
時
期

の

「高
度
集
中
シ
ス
テ
ム
」
は
高
度
で
な

い

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
に
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
戦
時
期
の

「高
度
集

中
シ
ス
テ
ム
」
に
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
戦
後
に

「維
持
」
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾

に
よ
っ
て
戦
争
体
制
が
解
除
さ
れ
、
憲
法

・
地
方
自
治
法
制
の
成
立

と

一
連
の
戦
後
改
革
の
下
で
地
方
行
政
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
し
か
し
分
散
度
は

一
九
四
九
年
度
ま
で
五
〇
％
を
超
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「集
中
シ
ス
テ
ム
」
は

「分
散
シ
ス
テ
ム
」

に
は
ま
だ
転
換
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
藤
田
武
夫
氏
も
、

「終
戦
以
後
数
力
年
間
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
行
政
量
の
増
大
と

経
費
の
膨
張
に
は
、
じ
つ
に
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
国
内
行
政
の
重

心
は
、
地
方

へ
移

っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
表

（表
ι

で
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
状
態
に
は
達
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
戦
後
に

「定

着
」
。
「維
持
」
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

つ
い
で
に
い
え
ば
、
戦
後
、
町
内
会
の
役
割
が
後
退
し
、
「よ
り
広

域
レ
ベ
ル
」
の
地
方
政
府
の
役
割
が
高
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
西
尾
氏

流
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は

「集
中
」
の
高
ま
り
で
あ
っ
て
、

「分
散
」
の

「定
着
」
。
「維
持
」
で
は
な
い
。

②

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
戦
後
に

「定
着
」
。
「維
持
」
し
た

と
見
ら
れ
る
神
野
氏
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
も
ま
た

「集
権
的
分
散
シ

ス
テ
ム
」
を

「維
持
」
す
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
厳

し
い
評
価
を
下
さ
れ
る
。
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す
な
わ
ち
、
（ア
）税
制
に
つ
い
て
は
、
「総
合
所
得
税
を
財
産
税

が
補
完
す
る
租
税
体
系
の
構
成
も
馬
場
税
制
改
革
案
の
二
番
煎
じ
に

す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
馬
場
税
制
改
革
案
が
法
人
実
在
説
に
立
脚
し
て

所
得
税
を
構
想
し
た
の
に
対
し
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
法
人
擬
制
説
に

立
脚
し
た
点
に
相
違
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
」
で
、

「戦
時
に
形
成
さ
れ
た
税
制
を
追
認
し
た
に
す
ぎ
な

い
」
こ
と
、

（イ
）
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ア
ー
を
介
し
た
財
源
統
制
に
つ
い
て
は
、

「真
正
面
か
ら
挑
戦
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
」
が
、
「公
共
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
に
つ
い
て
の
任
務
分
担
が
明
白
に
分
離
で
き
ず
に
、
特
定

補
助
金
の
整
理
は
進
展
し
な
い
。
逆
に
、
独
立
と
と
も
に
次
々
に
特

定
補
助
金
が
拡
充
さ
れ
、　
一
九
五
四
年
に
は
特
定
補
助
金
を
吸
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
平
衡
交
付
金
も
廃
止
さ
れ
、
戦
時
に
形
成
さ

れ
た
タ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
引
き
継
ぐ
交
付
税
が
導
入
さ
れ

た
」
こ
と
、
（ウ
）租
税
統
制
に
つ
い
て
は
、
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
否

定
的
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
」
が
、
「平
衡
交
付
金
を
機

能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
標
準
税
率
を
追
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
て

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
は
維
持

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て

（神
野
論

文
、
二
四
一
～
二
四
二
頁
）、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
断
罪
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
自
体
の
評
価
と
現
実
過
程
の

評
価
と
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
主
に

「集
権
シ
ス
テ
ム
」

の
側
面
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ

っ
て
、
「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
側
面

に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
に
は
、　
一
九
五
〇
年
度
を
境
と
し
て
、
分
散
度
は
五
〇
％
を

超
え
、　
一
九
五
三
年
度
以
降
は
六
〇
％
台
を
恒
常
的
に
続
け
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
財
政
は

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
時
期
に
入
る
。

表 4 国・地方の一般行政費の累年比較

(出所)藤田武夫『現代日本地方財政史 (上 巻)』 日本評論社、1976

年、95頁。
(注)1.国庫歳出は一般会計 (総計)、 地方歳出は公営企業および事

業会計以外の会計である。
2.一般行政費の国庫歳出は一般会計より軍事費 (昭和21年度

以降は終戦処理費、特殊物件処理費、賠償施設費、解除物
件処理費、防衛費関係)、 国債費、出資および投資、価格調
整費を除く経費である。

3.一般行政費の地方歳出は、総額より公債費を除いた経費で
ある。

4.自治庁編『昭和31年度地方財政統計年報』による。
5.昭和20年度地方歳出は予算額、他はすべて各年度とも決算

を眠ヨ。

(単位 :百万円 。%)

区分
国の歳出① 地方歳出②

%金額 指数 金額 オ旨数

昭和10年度

20

21

22

23

24

801

17,136

67,326

104,526

260,177

266,475

100

2,139

8,405

13,049

32,482

33,268

1,522

4,463

27,221

92,084

253,239

383.811

100

293

1,789

6,050

16,639

25.218

190

26

40

88

97

144
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「分
散
シ
ス
テ
ム
の
維
持
」
で
は
な
く
、　
一
九
五
〇
年
度
を
画
期
と

し
て

「集
中
シ
ス
テ
ム
」
は

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
転
換
し
た

の
で
あ
る
。

０

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
意
義

一
九
五
〇
年
度
は

一
九
四
九
年
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
も
と
づ
く
税

財
政
改
革
が
実
施
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

「積
極
分
散
シ

ス
テ
ム
」
の
形
成
に
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
税
財
政
改

革
が
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
意
義
は
次
の
一
百
小に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
の
意
義
は
、
地
方
自
治
を
積
極
的
に
掲
げ
て
、
地
方
政
府
の

財
政
支
出
の
拡
大
を
進
め
た
こ
と
で
あ
る
。

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
政
治
的
に
も
、
行
政
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、

地
方
自
治
の
意
義

・
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。

勧
告
は
、
①

「地
方
自
治
が
占
領
軍
お
よ
び
日
本
政
府
の
目
標
の

一
つ
で
あ
る
と
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
、
②

「現
在
の
と
こ
ろ
、

地
方
自
治
は
き
わ
め
て
未
熟
な
段
階
に
あ
り
、
地
方
政
府
の
財
政
力

を
強
化
し
、
し
か
も
富
裕
な
地
域
と
貧
困
な
地
域
と
の
間
の
財
政
力

を

一
層
均
等
化
し
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
を
完
成
さ
せ
る
機
会
は
き

わ
め
て
少
な
い
こ
と
」
と
い
う

「
二
つ
の
事
実
を
基
礎
と
し
て
」
、

（９
）

「地
方
団
体
が
必
要
と
す
る
追
加
財
源
の
見
積
も
り
」
を
行
う
。

も
っ
と
も
、
勧
告
は
、
「厳
格
に
言

っ
て
、
政
府
支
出
に
関
す
る

事
項
は
、
本
報
告
書
の
範
囲
外
で
あ
る
」
の
で
、
財
政
支
出
に
つ
い

て
は

「税
制
に
与
え
ら
れ
た
緊
張
度
と
比
較
し
た
政
府
支
出
の
緊
要

度
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
抱
い
た
若
干
の
全
般
的
な
印
象
を
述
べ

る
」
に
と
ど
め
る
の
で
あ
る
が

（導
ミ
ヽ
ｏ
∞し
、
そ
れ
で
も
な
お
、

「
わ
れ
わ
れ
は
、
国
と
地
方
の
支
出
を
本
年
度
の
計
画
お
よ
び
来
年

度
の
予
測
に
し
た
が
っ
て
概
観
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
到

達
し
た
」
と
し
て
、
①
「地
方
政
府
に
割
り
当
て
ら
れ
た
機
能
を
果

た
す
た
め
の
追
加
支
出
の
必
要
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
」
こ
と
、
②

「価
格
調
整
補
給
金
の
必
要
性
は
大
し
て
緊
急
な
も
の
で
は
な
い
」

こ
と
、
③
「来
年
度
に
お
い
て
今
年
度
と
同
率
の
公
債
償
還
を
す
る

必
要
性
は
、
債
務
償
還
に
利
用
し
う
る
他
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
現
行
税
率
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
差
し

せ
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
る
の
で
あ
る

（さ
ミ

　ヽ
や

冨
）。
こ
の
よ
う
に
、
勧
告
は
地
方
政
府
の
追
加
支
出
を
許
容
す
る
。

具
体
的
に
は
、
三

九
四
九
年
度
お
よ
び
五
〇
年
度
の
歳
入

。
歳

出
計
画
」
の
う
ち
歳
出
計
画

（表
５
）
を
み
る
と
、
中
央
政
府
の

一
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般
会
計
歳
出
は

一
九
四
九
年
度
七
〇
五
〇
億
円
、　
一
九
五
〇
年
度
見

積
額
六
四
六
〇
億
円
で
、
差
し
引
き
五
九
〇
億
円

（八
・
四
％
）
削

減
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
地
方
政
府
の
歳
出
は

一
九
四
九
年
度
予

算
三
七
六
〇
億
円
、　
一
九
五
〇
年
度
見
積
額
四
二
五
〇
億
円
で
、
差

し
引
き
四
九
〇
億
円

（
〓
二
・
〇
％
）
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
中
央
政

府
に
対
す
る
地
方
政
府
の
財
政
支
出
の
相
対
的

（優
先
的
）
拡
大
を

認
め
て
い
る
。

第
二
の
意
義
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央
政
府
に
対
す
る
地
方
政
府
の

財
政
支
出
の
相
対
的
拡
大
を
支
え
る
た
め
に
、
税
制
改
革
を
行
い
、

地
方
財
政
平
衡
交
付
金
制
度
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。

勧
告
の
地
方
歳
入
計
画

（表
６
）
を
み
れ
ば
、
地
方
税
四
〇
〇
億

円
の
増
加
、
国
庫
補
助
金
四
〇
〇
億
円
の
削
減
、
平
衡
交
付
金
六
二

〇
億
円
の
増
加
、
地
方
債

一
七
〇
億
円
の
増
加
、
寄
付
金
三
〇
〇
億

円
の
削
減
と
な
っ
て
い
て
、
地
方
税
と
平
衡
交
付
金
の
役
割
が
い
っ

き
ょ
に
高
ま
っ
て
い
る
。
税
制
改
革

（表
７
）
で
は
、
国
税
五
九
〇

億
円
の
削
減
に
対
し
、
地
方
税
、
な
か
ん
ず
く
市
町
村
税
は
四
〇
〇

億
円
増
大
さ
れ
て
い
る
。

話
が
財
源
面
に
な
る
の
で

「集
権
―
分
権
」
の
側
面
に
そ
れ
る

が
、
神
野
氏
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
勧
告
は
租
税
統
制
に
否
定
的

で
、
特
定
補
助
金
の
縮
減

（と
く
に
全
額
補
助
金
は
廃
止
）
を
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
「従
来
の

地
方
配
付
税
と
は
異
り
、
財
源
保
証
機
能
よ
り
も
、
財
政
調
整
機
能

に
重
点
を
お
い
た
も
の
」
で
あ
り
、
「地
方
自
治
体
の
代
表
者

に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
地
方
財
政
委
員
会
に
委
ね
て
、
平
衡
交
付
金
の

管
理
運
営
が
、
中
央
官
僚
の
手
に
握
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し

表 5 シャウプ勧告の歳出計画 (単位 :億円)

(frFfi) Relort on Japanese Tamtion by the Shoup Mission, General
Headquaters Supreme Commander for the Allied Powers,
Tokyo, Japan, September 1949, Vol. I, p.:Z- JDIFFt"

区  分
1949年度
予  算

度
積

年５０・９
見

増減

中央政府

一般会計

債務償還、一般会計分

地方政府への補助金

その他の支出

600

1,430

5,020

300

1,650

4,510

-300

220

-510

計

見返資金

債務償還(最低)

投資(最高)

計

地方政府 3,760
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(単位 :億円 。%)
区   分 1 1950年席 (勧告案 による

金 額 響野5蛯上ヒ 金 額 構 成 比

I 地方税 1.500 1 900
1.都道府県税
2.市町村税

18_9
21 0

710
1 190

16_7
28.0

Ｈ

Ⅲ

Ⅳ

賃貸料・手数料等
寄付金・分担金
補助金

66
10_6

5.9
2_4

1.国庫補助金 850 22 6

公共事業補助金

全額補助金
一部補助金

3.平衡交付金
2.配付税 580 15_4

1 200 28 2
-580

1_200
V 350 82

100_0 4 250 100 0
(出所 )

mander for the Allied Powers, Tokyo, Japan, September 1949, Vol. I, pp.21-28. jgIFF\,"

7 シャウプ勧 告 の相需腋 亜      (単 位 :

区   分
1949■

「
思電

予 管 箱
19504F月 モ
目 稽 箱 増   減

l ,中央政府
個人所得税
法人税
相続税
たばこ専売益金
酒税
織物消費税
物品税
取引高税
その他の内国税

計 6.350 5,760
2 .都道府県税

都道府県民税
地租・ 家屋税
事業税

110
-70

1西帰需値基準
準

入場税
不動産取得税
遊興飲食税
酒消費税
その他 の税

0

3 .市町オ
市町村民税
地租・ 家屋税
事業税 (所得基準 )

入場税
不動産取得税
遊興飲食税
酒消費税
その他の税

480
450

-260
-90
-60
-60
-20
-40

Gener
″
　
ｍω

曖
for the

た
」
（同
上
、
ニ
エ全
ハ
頁
）
こ
と
な
ど
、
「
日
本
の
地
方
自
治
体
の
財

政
自
治
と
自
治
活
動
の
発
達
の
う
え
で
、
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
り
、
た
か
く
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（同
上
）
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
告
は

「集
権
」
よ
り
も

「分
権
」
を
重

視
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
も
の
の
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
そ
の

も
の
は

「分
権
的
積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
い
。
と
い
う
の

Headquaters Sup
Allied Powers,Tokyo,Japan,september 1949,Vol I,pp
4142、  より作成。
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は
、
勧
告
の
計
数
か
ら
分
散
度
を
計
算
す
る
と
、　
一
九
五
〇
年
度
に

つ
い
て
、
地
方

へ
の
移
転
分
を
除
い
た
中
央
政
府
の
純
支
出
は
四
八

一
〇
億
円

（全
額
国
家
負
担
と
さ
れ
た
災
害
復
旧
費
二
〇
〇
億
円
を
除

く
と
四
六

一
〇
億
円
）
に
対
し
、
地
方
政
府
の
支
出

（中
央
政
府
へ
の

移
転
分
が
不
明
な
の
で
、
そ
れ
を
含
む
）
は
四
二
五
〇
億
円

（災
害
復

旧
費
を
加
え
る
と
四
四
五
〇
億
円
）
で
あ
り
、
分
散
度
は
四
六

・
九
％

（災
害
復
旧
費
を
除
く
場
合
は
四
九

。
一
％
）
で
、　
一
九
四
九
年
度
予

算
の
四
〇

。
一
％
よ
り
高
ま

っ
て
い
る
も
の
の
、
五
〇
％
ラ
イ
ン
を

超
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
告
は

「分
権
的
集
中

シ
ス
テ
ム
」
の
構
想
と
い
え
る
。

０

「集
権
的
積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立

も
ち
ろ
ん
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
も
様
々
な
欠
陥
は
あ
り
、
ま
た
、

あ
く
ま
で
も
勧
告
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
通
り
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
現
実
過
程
で
は
、
平
衡
交
付
金
は
中
央
と
地
方
の
対
立
を
激

化
さ
せ
な
が
ら
、
大
蔵
省
の
査
定
に
よ
っ
て
大
幅
に
削
ら
れ
、
「地

方
配
付
税
同
様
、
国
政
委
任
事
務
に
対
す
る
財
源
保
障
的
な
機
能

が
、
強
く
は
た
ら
く
こ
と
に
な

っ
た
」
（同
上
、
二
六
八
頁
）。
地
方

税
制
改
革
も
、
附
加
価
値
税
は
法
案
は
成
立
し
た
も
の
の
実
施
さ
れ

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
国
庫
支
出
金
の
削
減
も
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
。
藤
田
武
夫
氏
は
、
「地
方
自
治
体
の
自
治
行
政
そ
の
も
の

の
あ
り
方
や
、
行
政
機
構
の
変
革
を
後
日
に
残
し
て
、
財
政
上
か
ら

だ
け
、
地
方
自
治
を
実
現
し
よ
う
と
志
し
た
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
悲
劇

で
あ
る
」
（同
上
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
じ
つ
は
、
こ
の

「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
悲
劇
」
が

「積

極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
平
衡
交
付
金
は

一
〇
五
〇
億
円
と
勧
告
よ
り
減
ら
さ
れ
た
も

の
の
、
国
庫
支
出
金
の
削
減
は
各
省
か
ら
の
抵
抗
に
あ

っ
て
シ
ャ
ウ

プ
勧
告
ほ
ど
削
減
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府

へ
の
移
転
が
増
え
、
分
散
度
が
急
激
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
度
の
地
方
財
政
関
係
補
助
負
担
金

・
交
付
金

（国
の

予
算
ベ
ー
ス
）
は
、
補
助
負
担
金
及
び
交
付
金
二
八
〇
億
円
、
委
託

費
五
七
億
円
、
公
共
事
業
費
補
助
七
〇
六
億
円

Ｔ
つ
ち
災
害
公
共
事

業
四
二
九
億
円
）、
計

一
〇
四
四
億
円
で
あ
っ
た
。

表
１
で
は
、
移
転
を
除
い
た
純
支
出
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
中
央
政

府

（⑤
列
）
は

一
九
四
九
年
度
五
三
〇
六
億
円
か
ら

一
九
五
〇
年
度

四

一
〇
九
億
円

へ
一
一
九
七
億
円

（壬

丁

六
％
）
も
減
少
し
、
地

方
政
府

（⑥
列
）
は
三
七
六
九
億
円
か
ら
五
〇
七
六
億
円

へ
一
三
〇

七
億
円

公
一一
四
・
七
％
）
も
増
加

し
、
分
散
度
を

い
っ
き
よ
に

一

三

・
八
ポ
イ
ン
ト
も
高
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

一
九
六
〇
年
度
ま
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で
で
見
る
と
、
中
央
政
府
も
財
政
支
出
を

一
九
五
五
年
度
を
除
い
て

増
大
し
続
け
た
が
、　
一
九
五
〇
年
度
か
ら

一
九
六
〇
年
度
ま
で
の
増

加
率
は

一
二
三

・
五
％
に
と
ど
ま
り
、
同
期
間
中
の
地
方
政
府
の
増

加
率
二
七
七

・
八
％
増
の
半
分
に
す
ぎ
ず
、
分
散
度
は
さ
ら
に
六

〇
％
台
後
半
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、　
一
九
五
〇
年
度
を
境
と
し
て
、
日
本
財
政
は

「積
極

分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
地
方
財
政
は
厳
し
い
危
機
に
追
い
込
ま
れ
、
そ

れ
を
契
機
に

「集
権
シ
ス
テ
ム
」
が
強
化
さ
れ
て
い
く
。　
一
九
五
三

年
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度
が
復
活
し
、
平
衡
交
付
金
も

一

九
五
四
年
度
に
地
方
交
付
税
に
改
組
さ
れ
る
。
加
え
て
地
方
財
政
再

建
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
地
方
行
財
政
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
、
中

央
統
制
が
強
化
さ
れ
る
。
市
町
村
で
は
す
で
に
強
制
合
併
が
進
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
地
方
行
財
政
を
高
度
経
済
成
長
政
策

へ
誘
導

す
る
体
制
が
着
々
と
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
「積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」

は
中
央

。
地
方
の
開
発
主
義
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の

「分
権
的
集
中
シ
ス
テ
ム
」
の
構
想
は
現
実
に

は

「集
権
的
積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
に
転
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
際

に
、
戦
前

・
戦
時
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た

「集
権
シ
ス
テ
ム
」
が
、

状
況
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
な
が
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に
―
―
本
稿
の
経
緯
と
結
論
―
―

０
発
端
と
し
て
の
二
つ
の
疑
間

本
稿
は
、
神
野
直
彦
氏
の
論
文

「
『日
本
型
』
税

・
財
政
シ
ス
テ

ム
」
を

一
九
九
二
年
の
出
版
さ
れ
た
直
後
に
読
ん
だ
と
き
の
二
つ
の

疑
間
に
端
を
発
し
て
い
る
。

第

一
の
疑
間
は
、
戦
時
期
に
お
け
る

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
の

潜
在
的
形
成
」
と
言
わ
れ
る
と
き
の

「潜
在
的
」
と
い
う
言
葉
の
意

味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
論
文
で
は

「潜
在
的
形

成
」
に
つ
い
て
の
明
示
的
説
明
が
な
く
、
読
者
の
方
で
類
推
す
る
し

か
な
か
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
時
間
は
つ
ね
に
何
か
を

「潜
在
的
」
に
形
成
し

て
い
る
。
現
在
の
芽
は
過
去
に
形
成
さ
れ
、
現
在
は
未
来
の
芽
を
育

て
て
い
る
。
セ
ミ
は
何
年
も
の
間
、
上
の
中
で
育
ち
、
あ
る
と
き
土

の
中
か
ら
出
て
脱
皮
し
て
セ
ミ
に
変
わ
っ
て
い
く
。
歴
史
と
は
ま
さ

に

「潜
在
的
形
成
」
の
連
続
過
程
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の

「潜
在
的
形
成
」
、
つ
ま
り
未
来
の
萌
芽
の
形
成
と
い
う
意
味
で
あ
れ

ば
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば

「潜
在
的
形
成
」
の
後
に
来
る
の
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は
、
萌
芽
が
開
花
し
て
い
く
過
程
、
幼
虫
が
土
か
ら
出
て
セ
ミ
に
変

態
し
て
い
く
過
程
、
つ
ま
り
顕
在
的
形
成
の
プ

ロ
セ
ス
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
、
神
野
論
文
で
は
、
「潜
在
的
形
成
」
の
後
に
く
る
の
は

「定
着
」
ま
た
は

「維
持
」
で
あ

っ
た
。
「定
着
」
や

「維
持
」
で
あ

れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
過
去
の
う
ち
に
顕
在
的
に
形
成
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
「潜
在
的
形
成
」
と
い
う
言
葉
は
上

記
の
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。
し
か
も
別
の
ペ
ー
ジ
で

は
単
に

「形
成
」
と
言
わ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
戦
時
期

に

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
ど
の
よ
う
に

「形
成
」
さ
れ
た
の

か
が
論
文
か
ら
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
戦
後
の

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
を
財
源
的
に
支
え
る
こ

と
に
な
る
所
得
税

。
法
人
税
を
基
幹
税
と
す
る
直
接
税
中
心
税
制

や
、
地
方
分
与
税
と
い
う
本
格
的
な
地
方
財
政
調
整
制
度
、
あ
る
い

は
特
定
国
庫
補
助
金
制
度
は
戦
時
期
に
形
成
な
い
し
拡
充
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
財
源
を
中
央
政
府
に
集
中
し
て
地
方
政
府
に

散
布
す
る
た
め
の
財
政
装
置
＝

「集
権
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
「分

散
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
い
。

第
二
の
疑
間
は
、
「潜
在
的
形
成
」
に
せ
よ
、
た
ん
な
る

「形
成
」

に
せ
よ
、
戦
時
期
に

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
、
な
か
ん
ず
く

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
が
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
戦
時
財
政
に
関
す

る
筆
者
の
乏
し
い
知
識
と
相
容
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
が
学
生
時
代
に
学
ん
だ
国
家
独
占
資
本
主
義
論
で
は
、
戦
時

期
に
は
国
家
の
管
理
機
構
は

「最
高
度
に
発
展
」
す
る
も
の
と
教
え

て
い
た
か
ら
、
戦
時
財
政
に
関
す
る
筆
者
の
イ
メ
ー
ジ
は

「高
度
集

中
シ
ス
テ
ム
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
野
論
文
の

「戦

時
期
＝
集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム

（潜
在
的
）
形
成
」
論
に
は
新
鮮
さ

と
驚
き
を
感
じ
た
が
、
同
時
に
直
感
的
に

「本
当
？
」
と
い
う
疑
問

符
も
浮
か
ん
だ
。
と
り
わ
け
、
神
野
論
文
に
は

「集
権
的
分
散
シ
ス

テ
ム
」、
な
か
ん
ず
く

「分
散
シ
ス
テ
ム
」
の

「
（潜
在
的
）
形
成
」

を
証
明
す
る
統
計
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

②
二
つ
の
疑
間
に
対
す
る
本
稿
の
理
解
―
―
本
稿
の
結
論
―
―

と
は
い
え
、
筆
者
は
歴
史
家
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
題
材
に
論

文
を
書
こ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
疑
間
を

も
っ
た
ま
ま

一
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
神
野
氏
の

「集

権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
論
は
研
究
者
の
あ
い
だ
に
も
普
及
し
て
い
っ

た
。
た
ま
た
ま
今
春

（二
〇
〇
四
年
二
月
）、
大
阪
経
済
大
学
日
本
経

済
史
研
究
所
か
ら
戦
後
地
方
財
政
史
に
関
す
る
原
稿
の
依
頼
が
あ
っ

た
。
現
状
分
析
屋
の
筆
者
が
歴
史
専
門
誌
に
論
文
を
書
け
る
機
会
は
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滅
多
に
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
上
記
の
疑
間
を
解
決
し
よ
う
と
し

た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

第

一
の
疑
間
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
、
「集
中
―
分
散
」
概
念

に
つ
い
て
西
尾
氏
と
神
野
氏
の
あ
い
だ
に
定
義
上
の
違
い
が
あ
り
、

神
野
氏
が

「潜
在
的
形
成
」
と
言
わ
れ
る
と
き
は
、
「分
散
」
概
念

に
関
す
る
西
尾
氏
流
の
使
用
法
が
混
ざ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

理
解
し
た
。
こ
れ
が
本
稿
の
第

一
の
結
論
で
あ
る
。

第
二
の
疑
間
に
つ
い
て
は
、
既
製
の
長
期
財
政
統
計
に
基
づ
い

て
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
財
政
関
係
を
示
し
た
。
本
稿
で
用
い

た
以
外
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
試
算
し
て
み
た
が
、
戦
時
期
に

「分

散
シ
ス
テ
ム
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
無
理
で

あ

っ
た
。

デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
日
本
財
政
史
は
、
明
治

公
ア
ー
タ
の
都
合

上

一
八
七
九
年
度
）
か
ら

一
九
二
五
年
度
ま
で
の

「集
権
的
集
中
シ

ス
テ
ム
」
、　
一
九
二
六
年
度
か
ら

一
九
二
六
年
度
ま
で
の

「集
権
的

消
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
、　
一
九
二
七
年
度
か
ら

一
九
四
九
年
度
ま
で

の

「集
権
的

公
局
度
）
集
中
シ
ス
テ
ム
」
、
そ
し
て

一
九
五
〇
年
度

か
ら
現
在
に
至
る

「集
権
的
積
極
分
散
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
四
つ
の

時
期
に
分
か
れ
る
。
戦
時
期
に
は

「集
権
的
分
散
シ
ス
テ
ム
」
で
は

な
く

「集
権
的
高
度
集
中
シ
ス
テ
ム
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
本

稿
の
第
二
の
結
論
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、　
一
つ
の
統
計
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
定
量
的
分
析
に
は

限
界
が
あ
る
。
と
く
に
戦
前
の

「消
極
分
散

シ
ス
テ
ム
」
の
形
成

に

つ
い
て
は
、　
一
九
二
〇
年
代
に
画
期
を
求
め
た
方
が
す

っ
き
り
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
本
稿
で
は

「分
散
度
五
〇
％
基
準
」
で
割
り

切
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
多
く
の
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く

定
量
的
分
析
と
史
実
に
関
す
る
定
性
的
分
析
と
に
よ

っ
て
、
本
稿

の

時
期
区
分
を
よ
り
正
確

に
す
る
必
要
は
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際

に

は
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
か

っ
た

「集
権
―
分
権
」
の
側
面
の
歴
史
的

展
開
と
の
整
合
性
も
問
題
に
な

っ
て
こ
よ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

別
の
機
会
を
期
し
た
い
と
思
う
。

（１
）

神
野
直
彦

「
『日
本
型
』
税

・
財
政
シ
ス
テ
ム
」
（岡
崎
哲
二

・

奥
野
正
寛
編

『現
代
日
本
経
済
シ
ス
テ
ム
の
源
流

（シ
リ
ー
ズ
現

代
経
済
研
究

。
第
六
巻
ｙ

所
収
、
日
本
経
済
新
聞
社
、　
一
九
九

二
年
―
―
以
下
、
同
論
文
か
ら
の
引
用
は

「神
野
論
文
、
○
○

頁
」
と
略
す
。

（２
）

神
野
直
彦

『
シ
ス
テ
ム
改
革
の
政
治
経
済
学
』
（岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
）
同

『「希
望
の
島
」
へ
の
改
革
―
―
分
権
型
社
会

を

つ
く
る
―
―
』
（日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇

一
年
／
同

『財
政
学
』
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（３
）

野
口
悠
紀
雄

『
一
九
四
〇
年
体
制
―
―
さ
ら
ば

「戦
時
経
済
」

―
―
』
（東
洋
経
済
新
報
社
、　
一
九
九
五
年
）
、
同
書
五
四
頁
と
五
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八
頁
で
神
野
論
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

西
尾
勝

『行
政
学
の
基
礎
概
念
』
（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九

九
〇
年
）
四
二
六
頁
。

（５
）

江
見
康

一
・
塩
野
谷
祐

一

『財
政
支
出

（長
期
経
済
統
計

。
第

七
巻
ξ

（東
洋
経
済
新
報
社
、　
一
九
六
六
年
）

一
六
八
～

一
七

一

頁
の
第
６
表

「中
央
、
地
方
の
財
政
支
出
」
。

（６
）

藤
田
武
夫

『
日
本
地
方
財
政
制
度

の
成
立
』
（岩
波
書
店
、　
一

九
四

一
年
）
三
七
頁
―
―
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
更
。

（７
）

藤
田
武
夫

『現
代
日
本
地
方
財
政
史

（上
巻
ざ

（日
本
評
論

社
、　
一
九
七
六
年
）
九
二
頁
。

（８
）

勧
告
当
時
は
研
究
者
の
中
に
も
そ
れ
を

「欺
踊
」
「粉
飾
」
「古

典
的
地
方
自
治
論
」
な
ど
と
捉
え
る
見
解
も
あ

っ
た
が
、
今
日
で

は
研
究
者
の
間
で
も
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
―
―
前
掲

『現

代
日
本
地
方
自
治
史

（上
巻
と
、　
一
九
八
～
二
〇
二
頁
参
照
。

（９
）

”
Ｓ
ｓ
ミ

ο
ド
ヽ
も
ヽ
ミ
Ｓ
ヽ
９
Ⅳ
ヽ
き
ヽ
こ

き
ヽ
い
ざ
も

、ヽ
∽ヽ∽ヽ
ο
ド

の
ｏ
●
ｏ
【”
】
〒
【ｏ
”
Ｑ
ｏ
●
“
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∽
●
ｏ
【ｏ
日
Ｏ
　
ｏ
ｏ
コ
寅
づ
”
●
Ｏ
ｏ
【
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